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小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助

成
の
医
療
券
を
お
持
ち
の
方
で
、

引
き
続
き
医
療
費
助
成
を
希
望
す

る
方
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で

す
。
更
新
に
必
要
な
書
類
な
ど
は

都
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
早
め
に

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
更
新

手
続
き
を
し
な
い
と
医
療
費
助
成

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
【
受
付
時
間・会
場
】
開
庁
日
の

午
前
８
時
半
～
正
午
と
午
後
１
時

～
５
時　
分
に
障
害
福
祉
課
（
市

１５

役
所
１
階
）
で

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
５
・

８
１
８
１
）
へ
。

　
　
年
１
月
か
ら
中
央
児
童
館
の

３１
管
理
運
営
は
、
指
定
管
理
者
「
株

式
会
社 
明
日
葉 
」
が
行
い
ま
す
。

あ
し
た
ば

日
曜
日
、
祝
日
も
開
館
し
ま
す
。

中
学
・
高
校
生
世
代
は
、
申
請
す

る
と
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
能
で

す
（
日
曜
日
、
祝
日
は
６
時
ま
で
）。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
開
館
時
間
】乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
、
小
学
生
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
▼
中
学
・
高
校
生
世
代
＝

通
常
利
用
が
午
前
９
時
～
午
後
７

時
半
、
要
申
請
が
７
時
半
～
９
時

▼
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
９
時
～

午
後
６
時

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明

書
は
大
切
に
保
管
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
と
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、

１
月
１
日
～　
月　
日
に
納
付
し

１２

３１

た
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
同
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

各
年
の
申
告
に
、
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
ま
た
は

提
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、　

月
１
日
ま
で
に

１０

納
付
し
た
方
に
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
を
日
本
年
金
機
構
か
ら　
月
１１

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。　

月
２
日
～　
月

１０

１２

　
日
に
納
付
し
た
方
に
は
、　

年

３１

３１

２
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
家
族
の
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
持
参
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い

て
の
照
会
は
、
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０

０
３
・
０
０
４
（　
年
３
月　

３１

１５

日
ま
で
）
へ
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

市長

市
長
就
任
２
期
目
の 

ス
タ
ー
ト
を
振
り
返
っ
て

　
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
今
年
１
年
間
ど

の
よ
う
に
お
過
ご
し
に
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
昨
年
の
ち
ょ
う
ど
今
ご
ろ
、
市

長
２
期
目
の
負
託
を
受
け
ま
し
た
。

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
今
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
今
年
は
、
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
旧
大
道
幼
稚
園
跡
に
「
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
」
を
開

館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に　
月
１
日
に
は
、
中
央
児
童

１２

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

多
く
の
市
民
の
方
々
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
に
向
け
、

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、　

月
に
は
前
沢
・
滝
山

１０

地
域
か
ら
東
村
山
市
境
に
伸
び
る

東
村
山
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

５
号
線
（
柳
窪
一
～
五
丁
目
の
約

２
９
０
丿
）、東
久
留
米
駅
東
口
か

ら
新
座
市
を
結
ぶ
東
村
山
都
市
計

画
道
路
東
３
・
４
・　

号
線
（
金

２０

山
町
二
丁
目
～
神
宝
町
二
丁
目
の

約
５
３
０
丿
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
上
の
原
地
区
へ
の
新
た

な
ア
ク
セ
ス
道
路
（
市
道
２
２
９

儿
１
号
線
）
も
開
通
し
、
同
じ
月

に
３
つ
の
新
規
路
線
が
開
通
す
る

機
会
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
上
の
原
地
区
で
は
、　

月
末
の

１１

複
合
商
業
施
設
を
皮
切
り
に
、
来

春
に
か
け
て
商
業
施
設
や
日
帰
り

温
浴
施
設
な
ど
の
開
業
が
相
次
ぎ
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
よ
う

な
変
化
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
安

定
し
た
市
政
の
な
か
で
東
久
留
米

市
政
は
着
実
に
前
進
し
結
果
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
政
に
は
ま
だ
ま

だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

特
に
財
政
の
課
題
で
は
、　

年
３０

度
予
算
は
基
金
の
取
り
崩
し
や

借
り
入
れ
を
行
い
、
ど
う
に
か

予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
予
算
編
成
に
向
け
て
は
、
国

に
お
け
る
東
京
一
極
集
中
を
問

題
視
し
た
税
の
偏
在
是
正
な
ど

の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
加
や
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
身
の
丈
市

政
の
中
で
知
恵
を
絞
り
、
汗
を

か
い
て
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
東
久
留
米
」
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

中央児童中央児童館館
指定管理者導入指定管理者導入とと

開館時間延長のお知開館時間延長のお知ららせせ

市民１人当たり現在高財産
６０万２,９０５.５６㎡土地（公園や施設の敷地など）
１９４,４８５.５８㎡建物（学校や生涯学習センターなど）

１４４カ所工作物（防火貯水槽など）
５,５４７.５３㎡物権（地上権）

１９４円２,２６６万円出資による権利（出資金や出えん金）
１４０点物品（自動車や地域防災無線など）

１８０円２,１０２万円債権（施設借上敷金など）
６万９５６円７１億２,３８２万円基金（財政調整基金など）

※基金現在高には特別会計に属するものも含めています。

市有財産の状況

市民１人当たり残高発行目的
７万　１４２円８１億９,７３９万円下水道債
１万９,８９８円２３億２,５４９万円土木債
１万７,１７６円２０億　７３９万円教育債
７,１７２円８億３,８２４万円総務債
５,１５２円６億　２１１万円民生債
３,０３３円３億５,４５２万円衛生債
２,７６７円３億２,３３６万円消防債

１５万３,２３７円１７９億　８６７万円その他（減税補てん債、臨時財政対策債など）
２７万８,５７８円３２５億５,７１７万円合計
２８万８,０７８円３３６億７,５４０万円（参考：２８年度末残高）

市債借り入れの状況

　特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするために、一般
会計から独立させたもので、市では国民健康保険、後期高齢者医療、
介護保険、下水道事業の４つの会計を設けています。

特別会計

（歳入）143億6,670万8千円

（歳出）139億1,633万1千円

国庫支出金
26億9,391万7千円（18.8％）
国庫支出金
26億9,391万7千円（18.8％）
国庫支出金
26億9,391万7千円（18.8％）

国民健康保険税
24億8,274万円
（17.3％）

国民健康保険税
24億8,274万円
（17.3％）

国民健康保険税
24億8,274万円
（17.3％）

保険給付費
80億6,127万8千円（57.9％）
保険給付費
80億6,127万8千円（57.9％）
保険給付費
80億6,127万8千円（57.9％）

後期高齢者支援金等
16億1,153万3千円
（11.6％）

後期高齢者支援金等
16億1,153万3千円
（11.6％）

後期高齢者支援金等
16億1,153万3千円
（11.6％）

その他
42億4,352万円
（30.5％）

その他
42億4,352万円
（30.5％）

その他
42億4,352万円
（30.5％）

その他
1億1,279万7千円
（3.9％）

その他
1億1,279万7千円
（3.9％）

その他
1億1,279万7千円
（3.9％）

前期高齢者交付金
33億3,482万2千円
（23.2％）

前期高齢者交付金
33億3,482万2千円
（23.2％）

前期高齢者交付金
33億3,482万2千円
（23.2％）

繰入金
15億8,236万円
（11.0％）

繰入金
15億8,236万円
（11.0％）

繰入金
15億8,236万円
（11.0％）
その他
42億7,286万9千円
（29.7％）

その他
42億7,286万9千円
（29.7％）

その他
42億7,286万9千円
（29.7％）

（歳入）29億1,527万6千円

（歳出）29億435万2千円

分担金および負担金
27億2,163万9千円（93.7％）
分担金および負担金
27億2,163万9千円（93.7％）
分担金および負担金
27億2,163万9千円（93.7％）

後期高齢者医療保険料
14億4,437万8千円（49.5％）
後期高齢者医療保険料
14億4,437万8千円（49.5％）
後期高齢者医療保険料
14億4,437万8千円（49.5％）

繰入金
13億5,810万1千円（46.6％）
繰入金
13億5,810万1千円（46.6％）
繰入金
13億5,810万1千円（46.6％）

その他
8,457万3千円（2.9％）
その他
8,457万3千円（2.9％）
その他
8,457万3千円（2.9％）保健事業費

9,814万円（3.4％）
保健事業費
9,814万円（3.4％）
保健事業費
9,814万円（3.4％）

（歳入）27億7,588万2千円

（歳出）27億7,588万2千円

使用料および手数料
16億1,519万7千円（58.2％）
使用料および手数料
16億1,519万7千円（58.2％）
使用料および手数料
16億1,519万7千円（58.2％）

下水道費
13億6,732万円（49.3％）
下水道費
13億6,732万円（49.3％）
下水道費
13億6,732万円（49.3％）

公債費
14億856万2千円（50.7％）
公債費
14億856万2千円（50.7％）
公債費
14億856万2千円（50.7％）

繰入金
8億7,031万8千円（31.3％）
繰入金
8億7,031万8千円（31.3％）
繰入金
8億7,031万8千円（31.3％）

市債
2億3,780万円（8.6％）
市債
2億3,780万円（8.6％）
市債
2億3,780万円（8.6％）

その他
5,256万7千円
（1.9％）

その他
5,256万7千円
（1.9％）

その他
5,256万7千円
（1.9％）

（歳入）87億1,134万1千円

（歳出）86億3,972万6千円

支払基金交付金
21億7,253万4千円
（25.0％）

支払基金交付金
21億7,253万4千円
（25.0％）

支払基金交付金
21億7,253万4千円
（25.0％）

保険給付費
76億4,904万5千円（88.5％）
保険給付費
76億4,904万5千円（88.5％）
保険給付費
76億4,904万5千円（88.5％）

その他
9億9,068万1千円（11.5％）
その他
9億9,068万1千円（11.5％）
その他
9億9,068万1千円（11.5％）

国庫支出金
18億5,767万4千円
（21.3％）

国庫支出金
18億5,767万4千円
（21.3％）

国庫支出金
18億5,767万4千円
（21.3％）

繰入金
13億6,680万5千円
（15.7％）

繰入金
13億6,680万5千円
（15.7％）

繰入金
13億6,680万5千円
（15.7％）

保険料
18億1,002万9千円
（20.8％）

保険料
18億1,002万9千円
（20.8％）

保険料
18億1,002万9千円
（20.8％）

都支出金
11億7,022万7千円
（13.4％）

都支出金
11億7,022万7千円
（13.4％）

都支出金
11億7,022万7千円
（13.4％）

その他
3億3,407万2千円
（3.8％）

その他
3億3,407万2千円
（3.8％）

その他
3億3,407万2千円
（3.8％）

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

総務費
７,５１１万円庁舎改修事業
９,９９６万円財務会計システム開発事業

民生費
２億８,７１３万円市立保育園施設整備補助
３億７,５１４万円児童館建設事業

衛生費
５４５万円空家対策事業

農林業費
４,７３７万円都市農業活性化支援事業

商工費
１億２,２７１万円人づくり・人材確保支援事業

４１５万円市民みんなのまつり活性化事業
土木費

６,５８５万円一般道路工事
１億１,０１６万円道路舗装補修工事
５,５４２万円橋梁長寿命化事業

２億６,８９７万円街路事業
５,４１９万円公園施設長寿命化事業

消防費
１,６２６万円消火栓設置等負担金

教育費
１億７,７０３万円神宝小学校大規模改造事業
１,６３７万円上の原屋外運動施設整備事業

29年度に実施した主な事業


